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11月 28日 、相 内小学校 で もちつ き大会が行われ、児童

全員が きねで もちつ きを体験 しました。ついた もちは、

父兄の協力 を得ておぞ うにやお じることな り、子供 たち

はおい しそ うに食べてい ました。

吉田典史君 (写真右)も 「前の日からなぜか ドキ ドキし
ていたが、おみやげの大福をお父さん、お母さんが喜ん
でくれた」とうれしそうに話 してくれました。
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「市
浦

っ
て
魅
力
詢
′
」

都
会
の
若
い
女
性
ら
四
人
山
村
体
験

バ
リ
ー
シ
」
の
指
定
を
受
け
た
本

若
い
女
性
三
人
、
滋
賀
県
永
源
寺

町
よ
り
男
性

一
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

女
性
と
山
村
の
青
年
が
四
人

一
組

と
な
り
、
山
村
の
生
活
を
体
験
す

し
て
も
ら
お
う
と
国
土
庁
が
計
画
、

づ
く
り
、
陶
芸
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
等
、
ふ
だ
ん
出
来
な
い
体
験
に

す
。
さ
ら
に
、
東
日
流
未
来
塾
生

村
の
魅
力
を
東
京

へ
帰

っ
て
か
ら

伝
え
た
い
Ｌ
こ
ん
な
グ
ル
ー
プ
が

検
定
試
験
が
、
十

一
月
十
五
日
午

催
さ
れ
、
岡
本
真
代
さ
ん
⌒坂
田
珠

算
教
室
）
秋
田
圭
美
さ
ん
（浦
田

塾
）
石
岡
麻
紀
子
さ
ん

（辻
分
珠

算
塾
）
が
見
事

一
級
に
合
格
し
ま

今
回
の
受
験
者
数
は
三
十
三
名

で
し
た
が
、
合
格
者
は
次
の
と
お

▽
一
級
　
岡
本
真
代

（坂
田
珠

算
教
室
）
秋
田
圭
美

（浦
田
塾
）

石
岡
麻
紀
子

（辻
分
珠
算
塾
）

▽
二
級
　
亀
田
幸
季

（浦
田
塾
）

▽
三
級
　
古
川
千
尋

⌒浦
田
塾
）

▽
八
級
　
棟
方
伸
伍

（浦
田
塾
）

算
塾
）

悟

⌒浦
田
塾
）

市
浦
村
の
若
者
達
が
中
心
と
な
　
　
合
と
い
う
こ
と
で
緊
張
気
味
。
結

成
さ
れ
、
そ
の
第

一
戦
と
し
て
十
　
　
れ
か
ら
練
習
で
力
を
つ
け
て
、
ま

一
月
三
日
、
市
浦
中
サ
ッ
カ
ー
部
　
　
た
対
戦
し
た
い
。
今
度
は
負
け
ま

と
の
交
流
試
合
が
市
浦
中
グ
ラ
ン
　
　
せ
ん
′

ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
山
田

一
成
君

⌒市
浦
中
）

青
空
の
下
、
十
時
に
キ
ッ
ク
オ
　
　
　
相
手
チ
ー
ム
の
サ
ッ
カ
ー
経
験

勝
利
。
ま
ず
は
先
輩
と
し
て
の
面
　
　
木
津
谷
春
樹
君

⌒市
浦
中
）

と
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
募
集
し
て
い
　
　
背
が
高
い
人
が
い
て
、
ゴ
ー
ル
の

そ
れ
で
は
、
試
合
後
の
コ
メ
ン
　

　

〈そ
の
後
の
戦
績
）

洋
行
君
⌒市
浦
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
）
　

Ｈ

・
２９
　
７
１
２
　
勝
利

み
が
い
た
か
い
あ

っ
て
、
僕
の
パ

吉
田
卓
矢
君

（市
浦
サ
ッ
カ
ー
ク

ラ
ブ
）

れ
て
う
れ
し
い
。
中
学
校
の
皆
さ

ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市
浦
中
サ
ッ
カ
ー
部
鳴
海
先
生

生
徒
達
は
新
入
戦
後
の
練
習
試
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針
に
基
づ
き
地
方
開
発
構
想
を
作

景
観
保
持
の
た
め
、
住
宅
の
修
復

が
受
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
多
く
の

村
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
設
計

村
が
個
性
的
に
存
在
す
る
た
め
、

こ
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
基
づ
き
建
築

を
村
民
に
示
し
、
好
ま
し
い
発
展

バ
ス
、
ト
イ
レ
整
備
援
助
計
画

一０
ホ
テ
ル
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
及
び
そ

の
他
宿
泊
経
営
者

へ
の
ア
ド
バ
イ

０
宿
泊
、
訪
問
客
用
催
し
物
の
プ

そ
の
必
要
経
費
は
村
が
負
担
し
、

手
数
料
）
の
支
払
い
が
求
め
ら
れ

保
養
施
設
と
名
所
、
郷
土
文
化

―
が
あ
り
、
ク
ア
ハ
ウ
ス
と
呼
ば

●
施

設

案

内

を

組

み

入

れ

た

ハ
イ

ニ

、

現

状

に
お

け

る

充

実

度

、

不

足

質

を

定

義

、

分

析

し

確

信

の
持



ま

え

が

き

前
号
ま
で
で
、
「秋
田
家
系
図
』

を
中
心
に
し
て
津
軽
安
倍
安
藤

ま
し
た
。
し
か
し
、
三
十
数
種

ち
で
、
ど
れ
が
真
実
な
の
か
は

っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
系
図
に
よ

っ
て
安
藤
氏
の
歴
史
に
せ
ま
る

こ
と
が
至
難
だ
と
さ
れ
て
い
ま

そ
こ
で
、
今
月
号
か
ら
別
な

角
度
か
ら
津
軽
安
倍
安
藤
氏
に

関
係
あ
る
歴
史
を
な
が
め
て
み

ミ

ュ

は

ね

た
い
と
思
い
ま
す
。
津
軽
安
藤
　
　
倍
氏
を
悪
党
と
か
賊
軍
と
か
夷

氏
は
、
「前
九
年
の
役
」
で
敗
北
　
　
賊
と
か
の
話
句
で
表
現
し
て
い

し
た
安．
静
難
俸
の
二
男
離
慇
想
　
　
ま
す
。

中
一
。 つ 軽
一
¨
一
一
一
¨
¨
一
一
　
　
　
態

切

（珈
〓
」
¨
¨

原
因

の
ど
っ
か
で
触
れ
た
こ
と
で
す
。
　

「六
箇
郡
の
司
、
安
倍
の
頼
良

今
回
か
ら
標
題
の

「前
九
年
　
　
と
い
ふ
者
あ
り
。
是
れ
同
忠
良

の
役
」
に
つ
い
て
、
根
本
史
料
　
　
の
子
な
り
。
父
祖
忠
頼
は
東
夷

の

『陸
奥
話
記
」
を
主
に
そ
れ
　
　
の
驚
躍
な
り
。
慮
騰

（威
名
）

に
基
づ
い
て
編
集
さ
れ
た

「皇
　
　
大
い
に
振
ふ
。
村

（郡
）
落
皆

朝
編
年
史
員
明
治
三
十
二
年
刊
、
　

服
す
。
六
郡
を
樹
律
し
、
人
民

岡
谷
繁
実
著
）
や

『前
太
平
記
」
　

を
劫
署
す
。
子
孫
も

っ
と
も
滋

等
に
よ
つ
て
お
話
し
す
る
こ
と
　
　
蔓
す
。
漸
く
衣
川
の
外
に
出
づ
。

に
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
ほ
と
ん
　
　
賦
貢
を
輸
た
さ
ず
、
縮
役
を
勤

ど
官
軍
を
主
体
に
し
て
書
か
れ
　
　
む
る
こ
と
な
し
。
代
代
麟
奢
に

て
い
ま
す
の
で
、
い
ず
れ
も
安
　
　
し
て
、
誰
人
も
敢
て
之
れ
を
制

倍
氏
の
勢
力
の
拡
張
を
う
た
つ

頼
―
忠
良
―
頼
良

（
の
ち
改
名

し
て
頼
時
）
―
貞
任
―
高
星
丸

⌒後
名
頼
信
、
藤
崎
城
主
）
と
い

高
星
丸
の
祖
父
に
当
た
る
頼

良
か
ら
み
て
、
頼
良
の
祖
父
で

あ
る
忠
頼
は
代
々
陸
奥
に
居
り
、

の
忠
良
は
陸
奥
の
大
縁
と
い
う

職
に
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ

の
子
の
頼
良
は
安
大
夫
と
称
し
、

父
祖
の
業
を
継
承
し
て
、
勢
力

が
ま
す
ま
す
強
大
に
な
り
、
陸

奥
を
わ
が
も
の
顔
に
行
動
し
て
、

部
落
は
み
な
恐
れ
を
な
し
て
服

従
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

遂
に
は
伊

（胆
）
沢

・
和
賀

・

諄
軋
・盤
据
（貫
）
・志．
（柴
）波．

。
岩
手
等
六
郡
の
司
と
な
る
に

を
境
と
し
、東
は
率
上
の
浜
⌒現

東
津
軽
郡
、広
く
津
軽
を
指
す
）

に
至
る
広
大
な
地
域
を
支
配
す

る
勢
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た

わ
れ
た
地
域
の
大
豪
挨
と
蔵
長

館
に
居
り
ま
し
た
〓
自
然
の
要

で
世
に

一衣
川
の
関
一
と
呼
ん

で
い
ま
し
た
。
海
陸
に
ま
た
が

る
広
大
な
、
し
か
も
豊
饒
の
地

域
で
、
莫
大
な
富
を
得
て
い
た

と
こ
ろ
が
、
「陸
奥
話
記
」
に

よ
る
と
、
貢
賦
つ
ま
り
国
府
⌒多

賀
城
）
か
ら
課
せ
ら
れ
た
税
も

納
め
な
い
し
、
労
役
も
拒
否
し

っ
た
く
陸
奥
守
の
命
令
に
服
し

な
い
状
態
で
あ
っ
た
の
で
す
。

衣
川
の
外
に
出
づ
」
と
あ
り
ま

す
か
ら
、
そ
の
勢
力
を
更
に
南

に
の
ば
そ
う
と
し
た
の
で
す
。

領
地
の
侵
略
を
意
味
し
て
い
ま

官
軍
側
の
記
録
で
す
の
で
そ

れ
が
真
実
か
ど
う
か
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
停
囚
長
の
頼
良
側
か

意
図
が
あ

っ
た
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
こ
れ
が
鬼
切

（功
）
部

合
戦
の
原
因
と
さ
れ
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
標
題
の

「前
九
年

孫
も
っ
と
も
滋
蔓
十
一
と
ぁ
り

が
あ
つ
た
と
い
わ
れ
ま
す
こ
嫡

子
良
宗

（安
東
太
郎
）
は
早
世

現
北
津
軽
郡
中
里
町
大
字
今
泉

い
う
伝
承
が
あ
り
ま
す
。
二
男

貞
任
は
厨
川
の
樹
に
い
て
厨
川

二
郎
、
三
男
宗
任
は
鳴
海
の
柵

沢
尻
相

・
黒
沢
尻
四
郎
、
五
男

家
任
は
磐
井
構

・
磐
井
五
郎
、

六
男
重
任
は
比
浦
柵

・
比
浦
六

郎
、
七
男
則
任
は
比
与
鳥
柵

・

比
与
鳥
七
郎
と
い
っ
て
い
ま
す
。

女
子
で
は
有
加

一
の
前
と
中
加

女
は
耽
懃
薦
薦
編
灘
の
妻
、
次

女
は
伊
具．警
輝
饂
の
妻
に
な
っ

て
い
ま
す
。
経
済
が
斬
首
さ
れ

て
か
ら
長
女
有
加
は
子
清
衡
を

初
代
で
あ
る
こ
と
は
皆
さ
ん
も

ご
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

脅
ハ
は
上
〔爾
騨

〈頼時父子相tL一覧表地図〉

-247.
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雪道の高速道路で
交通事故多発

県内の交通事故概況

自衛官を募集してます

‖
なんでも1101ttmを ご利用下さい一

市浦村の人口と世帯数 平成4.‖ .1現在
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我

が

国

の

エ
イ

ズ

の
現

状

は

、

患

者

・
感

染

者

が

昨

年

の

三

倍

以

上

の

ペ

ー

ス

で
急

増

し

て

お

り

、

感

染

も

全

国

的

な

広

が

り

を

み

せ

て

い
ま

す

。
（
表

Ｉ

参

照

）
ま

た

、

感

染

経

路

に

つ

い
て

も

異

性

間

の

性

的

接

触

に

よ

る
感

染

が

主

流

と

な

り

、

エ
イ

ズ

は

、

感

染

予

防

の

た

め

の
行

動

を

と

ら

な

い
場

合

に

は

誰

で
も

か

か

り

得

る
病

気

で
あ

る

と

い
う

こ

と

を

一
人

ひ

と

り

が

認

識

す

る

こ
と

が

必

要

に

な

っ
て

１

、

エ

イ
ズ

は

ど

ん

な

病

気

か

エ
イ

ズ

（
Ａ

Ｉ

Ｄ

Ｓ

）

は

、

日

本

語

に

訳

す

と

「
後

天

性

免

疫

不

全

症

候

群

」

と

い

い
、

エ
イ

ズ

ウ

イ

ル

ス

（
Ｈ

Ｉ

Ｖ

）

に

よ

っ
て

引

き

起

こ

さ

れ

る

病

気

で
す

。

具

体

的

に

は

、

エ
イ

ズ

ウ

イ

ル

ス

の
感

染

が

原

因

（
後

天

性

）
で

、

も

と

も

と

健

康

な

人

に

備

わ

っ
て

い
る
体

の
抵

抗

力

が

な

く

な

っ
て

し

ま

い

（免

疫

不

全

）

そ

の
結

果

発

症

す

る

さ

ま

ざ

ま

な

病

気

の

総

称

（
症

候

群

）

の

こ
と

を

い

い
ま

２

、

エ
イ

ズ

は

ど

の

よ

う

に

感

染

す

る

の

か

エ
イ
ズ

ウ

イ

ル

ス

（
Ｈ

Ｉ

Ｖ

）

は

、

現

在

ま

で

の
研

究

に

よ

る

と

存

在

し

、

つ

い
で
腟

分

泌

液

と

だ

液

、

そ

の

ほ

か

に

は

涙

な

ど

の
体

液

の
中

に

も

存

在

し

ま

す

。

し

か

し

実

質

的

に

感

染

源

と

な

る

の

は

血

液

と

精

液

と

腔

分

泌

液

の

三
種

類

で

、

そ

の
他

の
体

液

で

は

母

乳

を

除

い
て
感

染

源

と

な

る

可

能

性

は

ま

ず

あ

り

ま

せ

ん

。

主

な

感

染

経

路

は
次

の

通

り

で
す

。

①

性

行

為

②

輸

血

③

注

射

の

回

し

打

ち

④

母

子

感

染

⑤

血

液

製

剤

を

通

じ

て

こ
の
よ
う
に
エ
イ
ズ
の
感
染
経

路
に
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、

感
染
の
決
め
手
と
な
る
の
は
エ
イ

ズ
ウ
イ
ル
ス
保
有
者
と
の
濃
厚
な

接
触
で
す
。
血
液
、
精
液
な
ど
エ

イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
が
多
く
存
在
す
る

体
液
に
触
れ
る
こ
と
、
つ
ま
り
性

的
な
接
触
が
と
く
に
感
染
の
危
険

が
高
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て
十

分
な
注
意
す
れ
ば
、
日
常
生
活
で

必
要
以
上
に
神
経
を
と
が
ら
せ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

３
、
エ
イ
ズ
に
感
染
す
る
と
ど
う

な
る
の
か

エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に
侵

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
後
、
図
Ｉ
の
よ
う
に

４
、
エ
イ
ズ
の
感
染
は
ど
う
す
れ

ば
防
げ
る
か

エ
イ
ズ
の
実
質
的
な
感
染
源
と

な
る
①
血
液
　
②
精
液
　
③
腱
分

泌
液
に
直
接
触
れ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
感
染
の
予
防
に
な
り
ま

す
。
こ
の
中
で
最
も
感
染
力
の
高

い
の
は
血
液
で
す
が
、
現
在
で
は

日
本
国
内
の
輸
血
用
血
液
は
抗
体

の
チ
ェ
ッ
ク
や
熱
処
理
が
ゆ
き
と

ど
い
て
お
り
、
安
全
な
も
の
に
な

っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
日
常
生

活
の
レ
ベ
ル
で
は
無
防
備
な
性
交

渉
を
避
け
る
こ
と
で
エ
イ
ズ
の
感

糀

咄

　

お

誕

生

藤
　
田
　
達
　
也

⌒磯
松
）
英
樹

村
　
山
　
峻
　
哉

⌒相
内
）
三
郎

丸
　
山
　
絢
　
加

（相
内
）

仁

木
津
谷
　
沙
　
輝

（相
内
）
勇
二

滅〕
ご結婚

（雄　雌　』佳動
一鰤　［一

（紳海料　朋　韓
一時　に一

（競　卸　黎　神
一練　晦一

（”　剤　由　静
一慟　商一

工
藤
僚
一　
⌒磯
松
）
が
工
藤
僚
一

（大
田
）
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

訂
正
し
て
お
わ
び
ま
す
。

||

||

ヽ

染
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。
　

こ
と
は
五
所
川
原
保
健
所

⌒電
話

も

っ
と

エ
イ
ズ

に

つ
い
て
知
り
　
　
一一一四
―

二

一
〇
八
）
ま
た
は
役
場

た

い
方

の
た
め
に
は
、
相
談
窓

口
　
　
保
健
婦
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

が
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
。
詳
し

い

表 I国内累積AIDS患 者報告数
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“抑極薔“至って、


